
 
 

設計編
設計編

地下空間における浸水対策ガイドラインの策定
地下空間における浸水対策ガイドラインの策定

危機管理編
危機管理編

地下空間における浸水対策ガイドラインの構成

　我が国の都市の多くは、河川
の氾濫原に立地しているため、
水害を受けやすいという宿命を
負っている

　地下空間の浸水は人命に関わ
る深刻な被害につながる可能性
が高い

　都市には人口や資産及び各種
の中枢的機能が集中しており、
地下空間を含め高度な土地利用
が図られている

　　　　　　・定義＝地下空間の設計及び管理方法についての指針
　　　　　　・目的＝地下空間の浸水に対する安全性の確保に資すること

　　①設計者の技術的情報　②管理者等の留意情報　③地方公共団体の参考情報

9
避難行動
　　管理基準

技 術 的 基 準

・洪水情報の確　
　実な受信
・避難情報の確　
　実な伝達
・浸水対策施設　
　の維持管理
・防災訓練

治水施設の整備水準を
上回る洪水の発生は不回避

緊急的な浸水対策の必要性

河川や下水道の
整備を進める

技術資料
技術資料

１　目的

・地下空間浸水時
　避難安全検証法
　試行案

地下空間を設けない
No

2　浸水危険性の調査

3　浸水対策の検討

Yes

4　浸水対策上必要な措置

技 術 的 基 準

地方公共団体等

・洪水情報（洪水
　ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等）
　等の必要情報

10　既存の地下空間の措置

5　不特定又は多数の　
　者が利用する地下空間

■利用対象者に応じて ■用途に応じて

7　浸水を可能な限り
　生じさせない構造

6　特定少数の者が
　利用する地下空間

・浸水の覚知
・浸水の周知
・地下浸水抑制
・避難障害改善
・非常用照明

・地下浸水抑制
・階段部の水位　
　上昇抑制
・避難障害改善
・漏電防止

・防水板、防水扉
・マウンドアップ
・排水口構造強化
・避難可能構造

・2～7、9の必要な措置

8　設定浸水高さ

地下空間における浸水被害の軽減

地下空間における浸水被害
地下空間における浸水被害

  




